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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：15　〈食　事〉

　12：28 １．チャイム

　12：30 ２．点　鐘……〈会　長〉

 ３．開会宣言

 ４．国歌斉唱

 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

 ７．会長挨拶並びに会長報告

 ８．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

 ９．幹事報告

 10．出席報告

 11．委員会報告

 12．ニコニコボックス報告

 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

 　（12／11）……クラブ総会

 　　　　　　　　次年度理事役員選出

 　（12／18）……クリスマス家族会

 　　　　　　　 （親睦活動委員会）

 　　　　　　　　18：00 ～

 　　　　　　　 名古屋マリオットアソシアホテル

　13：00　14．本日のプログラム

 　　新会員アワー　北野　達生 会員

 　　　　 〃 　　　杉浦　裕司 会員

 15．謝　辞

 16．点　鐘……〈会　長〉

 17．閉会宣言

　13：30 18．散　会

出 席

会員総数　98名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　91名

欠　席　７名　　出席率　92.31％

前々回（11／27）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）第2760地区　2022―2023年度　篭橋ガバナーより、

ロータリー財団年次寄付優秀クラブ、総額上位５ク

ラブの表彰状が届きました。

２）RI ロータリー財団より、マルチプルポールハリ

スフェロー２回目のバッジが佐野彰彦会員に届いて

おります。

幹 事 報 告

１）12月のロータリーレートは１ドル147円となりま

した。

２）本日例会終了後に特別会議室にて、第２回次期理

事・役員候補者指名委員会を開催致します。関係の

会員はご出席をお願い致します。
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会 長 あ い さ つ

加藤　英樹

　今月12月は「疾病予防と治療月間」

です。疫病には、天然痘・赤痢・コ

レラ・インフルエンザ・結核・コロ

ナウイルスなどがあげられます。最

近の疫病といえばコロナウイルスだ

と思いますが、自分の記憶にあるも

のは天然痘であります。子供のころ

種痘をした思い出がある自分にはいろいろな意味で思い

出深い疫病です。

　しかし今では、天然痘は人類が初めて根絶した疫病と

して有名です。

　天然痘は、伝染力、罹患率、致命率の高い疫病として

古くから知られていました。日本の古代においても天然

痘だと考えられる感染症の流行が度々起こっていた記録

が残っており、近代においても明治時代には年間２万人

から７万人程度の患者が発生する規模の流行が６回程発

生しているそうです。第二次大戦後の1946年にも２万人

程度の患者数の流行がみられ、この間約3,000人が死亡

したといわれますが、天然痘ワクチンの緊急接種などが

行われ、1956年以降国内での発生は見られていません。

　天然痘の予防法の発明は、今に続くワクチン開発の原

点です。イギリスの開業医、エドワード・ジェンナーが

天然痘の予防法として、ワクチンの先駆けである種痘法

を発明したのは1796年のことです。

　そもそも天然痘は天然痘ウイルスの感染によって引き

起こされます。天然痘ウイルスは200～300nm のエンベ

ロープを有する DNA ウイルスで、オルソポックスウイ

ルスに分類されます。オルソポックスウイルスには、天

然痘ウイルスの他に、牛痘ウイルス、サル痘ウイルス、

ワクシニアウイルスなども分類されています。低温・乾

燥に強く、アルコール・ホルマリン・紫外線で容易に不

活化することができます。

　1958年、世界天然痘根絶計画が WHO の総会で可決

されました。当時、世界33カ国に天然痘は存在し、発生

数は年間約2,000万人、死亡数は年間400万人と推計され

ていました。ワクチンの品質管理、接種量の確保、資金

調達などが行われ、100% 接種が当初の戦略として取ら

れました。しかし後に、徹底的に患者を見つけ出し患者

周辺に予防接種を行う「サーベイランス・封じ込め作戦」

に戦略を変更しました。その効果は著しく、1978年の患

者発生の報告を最後に地球上から天然痘の発生の報告は

なくなり、1978年から２年間の監視期間を経た1980年５

月、WHO は天然痘の世界根絶宣言を行いました。計画

開始から22年で達成しました。以降、現在までに患者の

発生の報告はありません。

　さて、ロータリーが人類史上第２の根絶を目指して

いるものに「ポリオ」があります。「ポリオ」について

は、1988（昭和63）年５月の世界保健総会における決

議に基づき、WHO によるポリオ根絶に向けた取組（世

界ポリオ根絶計画 Global Polio Eradication Initiative 

（GPEI））が推進されています。日本国内においては、

1981（昭和56）年以降、野生株のポリオウイルスによる

発症例は報告されていません。また、我が国を含む西太

平洋地域においても、2000（平成12）年以降、地域外か

らの輸入症例を除き、野生株のポリオウイルスによる発

症例の発生はありません。かつて世界中に広がっていた

ポリオの発症は、現在３カ国と一部地域に限られていま

す。

　根絶となるにはまだまだ地道な努力が必要です。ロー

タリアンのたゆまぬ努力の継続が重要だと考えられます。

刈谷ロータリーでも機会を見つけてポリオ根絶の募金活

動や PR 活動を続けていきたいと思います。　

　ちなみに、「ベン・ハー」と言う映画の吹替え版や「砂

の器」の中で「疫病」と言っていた病気があります。こ

の病気は「ハンセン病（らい病）」の事です。「らい菌」

に感染することで起きる病気です。

　ハンセン病患者の見た目に現れる異常や、感染するか

もしれないという恐怖から、世界各地でさまざまな差別

や排除が行われてきました。20世紀に入り、特効薬もで

きて完治する病気になってからもなお、「らい予防法」

によって療養所に強制収容されるだけでなく、家族たち

に差別被害がでないように偽名を無理やり名乗らされた

りしていました。

　人間は必ずしも正しいことばかり行うわけではありま

せん。間違っていたならば早く正しい方向に修正できる

ところは人間の良いところだと思います。これからも正

しい情報の元に行動したいものです。

お 祝 い

12月の会員の誕生日…杉山欣輝、杉浦世志朗、加藤繁則、

宮川清、杉浦守康、藤井邦彦、中川耕児、新美大輔会員。

配偶者の誕生日…盛田俊子（豊一）、鈴木千春（豊）、 

吉原梅世（孝彦）、磯部明子（一智）、宮地奈々美（秀将）様。

結婚記念日…小林祥浩、宮川清、久米博明、北野達生、

磯部一智、花井淳会員。

12月度入会記念日…池田憲司、内藤耕造、久米博明、小

川耕示、角谷広高、深谷嘉英、磯部一智、杉浦守康会員。

新 会 員 ア ワ ー

北野　達生 会員

　７月に伝統と格式ある刈谷ロータ

リークラブ入会させて頂きました株

式会社デンソーの北野と申します。

本日は貴重なお時間を頂き誠にあり

がとうございます。私は昭和43年６

月７日に生まれ、現在55歳です。名

古屋市で生まれ、高校ではバスケッ

トボールに没頭、目指せ！県大会レベルでしたが、楽し

く青春を謳歌しておりました。

　大学入学と同時に花の都「東京」での下宿生活が始ま

りました。当時はバブル経済の華やかな時代で、世の中
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全体が浮かれていた中、私は風呂無し・トイレ共同の４

畳半での下宿暮らし。昔のヒット曲「神田川」さながら

の生活を楽しく満喫しておりました。

　家族は妻、子供２人、猫１匹です。住まいは名古屋市

西部の海部郡大治町にあります。大治町は名古屋のベッ

ドタウンで、人口密度が名古屋市に次いで愛知県で第２

位です。確かにいつもどこかでマンション・アパートが

建てられています。

　株式会社デンソーは、「環境」、「安心」、「共感」の３

つをキーワードに、従来から注力している「環境」・「安

心」の提供価値を最大化することに加え、社会から「共

感」頂ける新たな価値の提供を通じて、笑顔広がる社会

づくりに貢献していくことをコミットしています。そし

て、地球にやさしく、すべての人が安心と幸せを感じら

れるモビリティ社会の実現に向け、新たな価値を創造し

続ける企業であり続けることを宣言しています。

　私は1991年に入社し、本社で勤務した後、2014年に中

国天津に赴任しました。中国では刺激的な毎日を送りま

した。帰国後、刈谷を中心に障害者福祉支援を展開して

いる NPO 法人に出向し、ここで「働くことの意味」を

深く考えるかけがえのない経験を積むことができました。

　これまで仕事を通じて、たくさんのお客様、地域の方々

に出会い、多くのことを学びました。今後も、刈谷ロー

タリークラブの諸先輩方からご指導賜り、地域社会に少

しでも貢献できるよう精進してまいります。

新 会 員 ア ワ ー

杉浦　裕司 会員

　伝統と格式のある刈谷ロータリー

クラブに７月24日に入会させて頂き

ました、大興運輸の杉浦でございま

す。

　本日は自己紹介と会社の紹介をさ

せて頂きます。

　私は1963年９月生まれの60歳です。

出身は高浜市、現在は碧南市に在住しております。

　家族は、妻とこども３人です。

　長男・次男は大学卒業後、社会人としてそれぞれ別々

に住んでおりますので、現在は妻と三男と３人で暮らし

ています。

　趣味は、将棋と園芸です。

　将棋は、毎朝、新聞で棋譜を見ています。小学４年生

から50年続けています。社会人になってからは、会社の

同僚相手に指していました。また、テレビで ABEMA

をよくみます。

　園芸は、30年前に始めました。今年の夏には朝顔を12

種類蒔きました。約80種類の朝顔の種から、毎年新しい

朝顔を蒔いています。

　次に略歴を紹介させて頂きます。

　地元の小中学校を経て、刈谷北高校を卒業し1982年３

月大興運輸㈱に入社しました。

　高校ではラグビー部に所属しました。

　　　　　　

　社会人の略歴は、入社後配属は刈谷にあります本社、

その後安城支店、本社勤務となり　現在に至っておりま

す。本社では経理部門を通算25年と勤め、その後人事総

務部門を担当しております。ここ数年は「2024年問題へ

の対応」を進めています。

　当社は公共の道路を使用する運送業です、安全第一と

考えて全社で様々な交通安全活動に取り組んでいます。

　また、東日本大震災の際は「緊急支援物資」の輸送を、

自治体等から依頼をうけて運行しております。緊急支援

物資輸送を担うドライバーは、物流のプロとしての誇り

をかけて、トラックを走らせます。被災者の生活を守り

たいとの想いは、わたしたち物流会社が、職業を通じて

社会奉仕することに結びつくのではないかと思います。

　刈谷ロータリークラブでは学びながら地域貢献してま

いりたいと思っております。

　ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。


